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タ
ブ
レ
ッ
ト
と
紙
が
共
存
す
る
教
室

　

最
近
、
あ
る
小
学
校
の
授
業
を
見
学
し
た
際
、
複
数

の
児
童
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
机
か
ら
床
に
落
と
し
て

し
ま
う
場
面
に
遭
遇
し
た
。
児
童
の
不
注
意
と
言
っ
て

し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
そ
の
後
、
学
校
の
先
生
と

話
を
す
る
な
か
で
、
机
そ
の
も
の
が
小
さ
い
こ
と
が
大

き
な
原
因
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
現
在
、
１
人
１

台
端
末
の
環
境
は
ほ
ぼ
実
現
し
て
い
る
も
の
の
、
学
習

の
す
べ
て
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
紙
の
教
科
書
や
ノ
ー
ト
、
先
生
が
作
成
し
た
プ

リ
ン
ト
類
な
ど
、
机
の
上
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
並

ぶ
。
デ
ジ
タ
ル
と
紙
が
併
用
さ
れ
て
い
る
現
在
の
教
育

環
境
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
教
材
や
ツ
ー
ル

を
用
い
て
学
習
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
そ
れ

ら
を
同
時
に
広
げ
る
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な

い
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
な
か
に
は
大
き
め
の

机
に
買
い
替
え
た
学
校
も
あ
る
と
聞
く
が
、
購
入
予
算

の
制
約
に
加
え
、
教
室
の
広
さ
な
ど
の
事
情
を
考
え
る

と
、
容
易
に
大
型
の
机
を
導
入
で
き
る
学
校
は
少
な
い

だ
ろ
う
。

　

文
部
科
学
省
は
２
０
３
０
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

を
正
式
な
教
科
書
と
し
て
位
置
付
け
る
方
針
を
示
し
て

お
り
、
そ
の
先
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
み
で
学
習
す

る
時
代
が
到
来
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
従

来
型
の
机
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
一
定
期
間

は
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
併
用
が
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
英
語
学
習
の
場
面
で
単
語
を
覚
え
る
場
合
、

「
紙
に
手
書
き
で
10
回
書
く
」
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
10
回
タ

イ
ピ
ン
グ
す
る
」
「
紙
に
５
回
書
き
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

５
回
タ
イ
ピ
ン
グ
す
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
練
習
回

数
が
い
ず
れ
も
10
回
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
形
態
が
異
な

れ
ば
、
ど
れ
が
も
っ
と
も
効
果
的
か
を
検
証
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
個
別
最
適
化
を
念
頭

に
置
く
な
ら
ば
、
児
童
生
徒
１
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
最

適
な
形
態
は
異
な
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
考
え
る
と
、

今
後
は
机
な
ど
の
教
室
環
境
の
在
り
方
に
目
を
向
け
る

と
同
時
に
、
多
様
な
学
習
形
態
を
児
童
生
徒
に
体
験
さ

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院
教
授

第
38
期
学
校
教
材
調
査
会
英
語
科
専
門
委
員

工
藤
　
洋
路
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一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会
（
辻
村
哲
夫
会
長
）
で
は
、
第
１
回
定
例
理
事
会
を
11
月
28
日
に
東
京
都
・

千
代
田
区
の
「
出
版
ク
ラ
ブ
」
で
開
催
し
た
。

日
２
０
２
５
年
度
第
１
回
理
事
会
を
開
催

教
科
書
と
教
材
の
デ
ジ
タ
ル
間
で
の
適
切
な
連
携
に
向
け
た
活
動
方
針
を
承
認

デ
ジ
タ
ル
委
員
会
（
仮
称
）
の
設
置
を
決
定部

署
と
の
連
携
、
教
科
書
著
作
権
協
会
と
の
協
議
、
授

業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
制
度
へ
の
対
応
、
採
点
支

援
・
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
自
治
体
か
ら
の

デ
ー
タ
提
供
依
頼
へ
の
対
応
、
広
報
活
動
、
資
産
運
用

の
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

11
月
28
日

日
・
全
出
版
社
代
表
者
会
議

　

日
図
協
・
全
図
協
理
事
会
に
合
わ
せ
て
出
版
社
代
表

者
会
議
（
幹
事
長
・
金
井
肇
正
進
社
社
長
）
を
開
き
、

教
科
書
と
教
材

の
デ
ジ
タ
ル
間

で
の
適
切
な
連

携
に
向
け
た
施

策
や
デ
ジ
タ
ル

委
員
会
（
仮
称
）

の
設
置
に
つ
い

て
意
見
交
換
し

た
ほ
か
、
学
校

教
材
調
査
会
の

決
算
に
つ
い
て

確
認
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
教
科
書
と
教
材
の
デ
ジ
タ
ル
間
で
の

適
切
な
連
携
に
向
け
た
施
策
の
方
針
に
つ
い
て
承
認

し
た
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
に
関
す
る
技
術
面
で
の
検
討
や

情
報
共
有
を
す
る
専
門
委
員
会
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
委

員
会
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、

第
38
期
学
校
教
材
調
査
会
（
小
学
校
）
の
実
施
報
告
と

決
算
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
文
科
省
専
門
家
会
議
へ
の
出
席
や
関
係

日本図書教材協会 理事会

出版社代表者会議
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一
般
社
団
法
人
全
国
図
書
教
材
協
議
会
（
細
谷
美
明
会
長
）
で
は
、
11
月
28
日
に
２
０
２
５
年
度
第
２
回
理
事
会

を
「
出
版
ク
ラ
ブ
」
で
開
い
た
。
ま
た
、
理
事
会
に
先
立
ち
、
幹
事
会
、
出
版
社
代
表
者
会
議
を
、
17
日
に
は
ブ
ロ
ッ

ク
中
学
部
会
長
会
議
、
18
日
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
部
会
長
会
議
、
27
日
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
と
出
版
社

と
の
協
議
会
を
開
催
し
た
。
理
事
会
で
は
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
主
に
次
の
協
議
を
行
っ
た
。

全
２
０
２
５
年
度
第
２
回
理
事
会

各
事
業
の
推
進
状
況
や
業
界
の
諸
課
題
へ
の
対
応
に
関
す
る
方
針
を
承
認

○
２
０
２
５
年
度
事
業
推
進
状
況
の
報
告
と
今
後
の

方
針
確
認

　

教
材
士
研
修
制
度
、
文
科
省
と
の
連
携
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
団

体
と
の
連
携
、
政
党
・
議
員
等
と
の
連
携
、
日
本
教
材

学
会
と
の
連
携
、
販
売
店
向
け
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム

「
全
販
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
、
販
売
店
向
け
各
種
制
度

（
生
命
共
済
、
総
合
補
償
、
福
利
厚
生
）
、
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
対
策
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

○
業
界
の
諸
課
題
へ
の
対
応
に
関
す
る
方
針

　

業
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
、
協
会
と
し
て

次
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
方
針
を
承
認
し
た
。

	・
例
年
送
付
し
て
い
る
全
国
の
教
育
委
員
会
や
各
都

道
府
県
小
・
中
学
校
長
会
長
あ
て
の
３
月
１
日
付
文

書
に
、
学
校
で
の
教
材
採
択
に
関
す
る
要
望
文
書
と

学
校
へ
の
ご
採
用
品
の
お
届
け
に
関
す
る
お
願
い

文
書
を
追
加
し
て
送
付
す
る
。

	・
全
図
協
の
活
動
や
教
育
行
政
等
の
情
報
発
信
の
た

め
に
、
全
図
協
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
企
画
を
進
め
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
文
科
省
に
よ
る
学
校
と
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の

や
り
取
り
の
慣
行
の
見
直
し
を
受
け
て
、
学
校
か
ら
の

注
文
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
向
け
た
検
討
状
況
の
報
告

と
、
シ
ス
テ
ム
運
用
や
諸
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
、
今
後
検
討
を
進
め
て
い
く
上
で
の
暫
定
的
で
大

ま
か
な
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
た
。

全国図書教材協議会　理事会
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ク
か
ら
の
情
勢
報
告
を
受
け
て
、
小
・
中
学
業
界
そ
れ

ぞ
れ
の
諸
課
題
の
検
討
を
行
い
、
出
版
社
と
の
協
議
会

へ
の
提
案
事
項
を
と
り
ま
と
め
た
。

　

出
版
社
と
の
協
議
会
で
は
、
小
・
中
学
共
通
の
課
題

と
し
て
、
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
対
応
や
業
界
の
諸
課

題
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
は
、
評
価
テ
ス
ト
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
の
動

向
や
生
成
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
情
報
収
集
、
教
材
の
公
費

化
、
市
場
の
動
向
に
つ
い
て
、
中
学
校
で
は
、
製
販
合

同
「
子
ど
も
た
ち
の
み
ら
い
の
学
び
を
支
え
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
企
画
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

11
月
28
日

全
幹
事
会
を
開
催

　

ブ
ロ
ッ
ク
代

表
者
10
名
で
構

成
す
る
幹
事
会

（

幹

事

長
・

川

上
忠
男
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
）

で
は
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
及
び
前
日
の

ブ
ロ
ッ
ク
小
・

中
学
部
会
長
会

議
か
ら
の
報
告

の
ほ
か
、
事
業

推
進
状
況
の
確

認
や
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
助
成
金
支
給
の
承
認
な
ど
を

行
っ
た
。

＊

＊

＊

＊

＊

　

ま
た
、
教
師
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
助
成
金
申
請
の
認
定

を
行
っ
た
。

11
月
17
日
、
18
日
、
27
日

全
ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
会
議
並
び
に
出
版

社
営
業
部
長
と
の
協
議
会
を
開
催

　

理
事
会
に
先
立
ち
、
17
日
に
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
部
会
長

会
議
、
18
日
に
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
部
会
長
会
議
、
27
日
に

ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
と
出
版
社
営
業
部
長
と
の

協
議
会
を
並
行
開
催
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
会
議
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ

11
月
13
日

日
小
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
編
集
部
長
会
（
幹
事
長
・
矢
田
恵
理
子
日

本
標
準
取
締
役

企
画
編
集
部
マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー
）

で
は
、
第
２
回

部
長
会
を
「
協

会
会
議
室
」
で

開
い
た
。

　

会

議

で

は
、

教
著
協
と
の
協

議
、
共
同
許
諾

申
請
業
務
、
学

校
教
材
調
査
会

事
業
、
教
育
行

政
の
動
向
や
教
材
の
在
り
方
、
教
材
の
複
製
や
公
衆
送

信
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、
広
報
活
動
、
校

務
支
援
・
採
点
支
援
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
、
日
本
教

材
学
会
と
の
連
携
等
に
つ
い
て
状
況
確
認
と
検
討
を

行
っ
た
。

11
月
15
日

全
三
重
県
協
会
研
修
会
を
開
催

　

三
重
県
協
会
（
西
田
賢
一
会
長
）
で
は
、
津
市
「
プ

ラ
ザ
洞
津
」
で
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
販
売
店
の
代
表
者
及
び
社
員
ら
約
40

名
が
参
加
し
、
永
年
勤
続
社
員
の
表
彰
、
講
演
会
、
懇

親
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
会
で
は
、
全
図
協
・
渡
部
竜
士
専
務
理
事
が
「
こ

れ
か
ら
の
業
界
と
協
会
の
意
義
・
役
割
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

幹事会

ブロック小・中学部会長と出版社営業部長との協議会

（中学校）

（小学校）

小学校編集部長会
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加
盟
出
版
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

□
㈱
新
学
社
□

　

10
月
29
日
開
催
の
定
時
株
主
総
会
並
び
に
取

締
役
会
に
お
い
て
、
次
の
通
り
選
任
さ
れ
就
任

い
た
し
ま
し
た
（
○
は
新
任
）
。

　

代
表
取
締
役
社
長　
　
　
　

山
本　

伸
夫

　

取
締
役
相
談
役　
　
　
　
　

中
川　

栄
次

　

取
締
役　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤　

祐
宏

　

取
締
役　
　
　
　
　
　
　
　

平
石　

隆
雄

　

取
締
役　
　
　
　
　
　
　
　

岩
倉　
　

功

　

取
締
役　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

敏
之

　

監
査
役　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

章
博

　

執
行
役
員　
　
　
　
　
　
　

中
合　

英
幸

　

執
行
役
員　
　
　
　
　
　
　

新
免　

利
也

　

執
行
役
員　
　
　
　
　
　
　

檮
木　

幸
司

　

執
行
役
員　
　
　
　
　
　
　

神
藤　

圭
治

　

執
行
役
員　
　
　
　
　
　
　

大
浦　

豊
和

　

執
行
役
員　
　
　
　
　
　
　

大
森　

健
史

　

執
行
役
員　
　
　
　
　
　
　

檀
上　

和
典

　

執
行
役
員　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

秀
和

　

執
行
役
員　
　
　
　
　
　

○
池
田　

理
恵

　

執
行
役
員　
　
　
　
　
　

○
小
西　

真
樹

　

執
行
役
員　
　
　
　
　
　

○
鈴
木　

里
映

　

執
行
役
員　
　
　
　
　
　

○
幸　
　

剛
史

12
月
６
日

全
徳
島
県
協
会
兼
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開
催

　

徳
島
県
協
会
（
井
上
哲
也
会
長
）
で
は
、
研
修
会
を

阿
波
市
「
阿
波
市
交
流
防
災
拠
点
施
設　

ア
エ
ル
ワ
」

で
開
催
し
た
。

　

今
回
は
徳
島
県
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
た

も
の
で
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
他
協
会
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
る
形
で
開
催
し
、
会
員
販
売
店
16
名
、
全
図
協
事

務
局
１
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
販
売
店
向
け
Ｗ
ｅ
ｂ
発
注
シ
ス
テ
ム
「
図

書
教
材
ネ
ッ
ト
」
の
説
明
会
と
教
師
用
書
の
取
り
扱

　今年度も会員販売店と加盟出版社を対象に実
施しています。講座の追加などリニューアルを
行っています。今年度の受講期間は2026年３
月末までです。
※※全会員向けの無料講座（特別講座）は2026全会員向けの無料講座（特別講座）は2026
年 1月12日までです）。年1月12日までです）。

　講座内容の詳細、受講のお申込みは協会ホー
ムページよりお願いします。

教材士研修制度

基礎コース講座
開講中！開講中！

講座内容講座内容

講座１ 学校で扱う教材とその根拠法令講座１ 学校で扱う教材とその根拠法令

講座２ 学校の授業と教材の関係講座２ 学校の授業と教材の関係

講座３ 指導の成果の測定（評価）と教材の関係講座３ 指導の成果の測定（評価）と教材の関係

講座４ 教科書の編集と検定・採択・供給のしくみ講座４ 教科書の編集と検定・採択・供給のしくみ

講座５ 発達段階と学習指導要領の関係講座５ 発達段階と学習指導要領の関係

講座６ 教育のＩＣＴ化に関する基礎知識講座６ 教育のＩＣＴ化に関する基礎知識

講座７ 教材に関する教育公務員の服務違反とは講座７ 教材に関する教育公務員の服務違反とは

講座８ 学校直販や協会、業界について講座８ 学校直販や協会、業界について

講座９ 講座９ 学校直販におけるコンプライアンスについて学校直販におけるコンプライアンスについて

講座講座1010  学習指導要領の作成過程と現在の学校教育の諸課題学習指導要領の作成過程と現在の学校教育の諸課題

い
に
関
す
る
情

報
交
換
会
を
行

い
、
会
員
販
売

店
に
と
っ
て
今

後
の
取
り
組
み

の
参
考
と
な
る

有
意
義
な
会
と

な
っ
た
。

＊

＊

＊

徳島県協会兼四国ブロック研修会



6

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
12
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
12
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

は
じ
め
に　

―
編
集
方
針
―

　

子
ど
も
た
ち
に
一
人
一
台
デ
ジ
タ
ル
端
末
が
配
付

さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
場
面
で
の
活
用
が
進
ん
で
い

ま
す
。
社
会
科
に
お
い
て
も
、
学
習
の
問
い
に
つ
い
て

調
べ
る
場
面
や
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
場
面
な
ど

で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え

る
と
、
今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
端
末
と
併
用
で
き
る
教
材

の
需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
両
方
の
よ
さ
を
生
か

し
、
学
習
場
面
に
適
し
た
使
い
方
が
で
き
る
新
し
い
社

会
科
資
料
集
と
し
て
、
『
社
会
科
資
料
集
Ｑ　

デ
ジ
た

ん
Ｑ
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。

紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
特
性
を
生
か
し
た

新
し
い
社
会
科
資
料
集

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 185 回

　

紙
面
に
は
厳
選
し
た
資
料
と
資
料
を
読
み
取
る

ワ
ー
ク
を
掲
載
し
、
単
元
の
導
入
段
階
で
活
用
で
き
る

構
成
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
紙
面
に
表
示
し
た
二

次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
該
当
の
単
元
に
関

わ
る
資
料
を
掲
載
し
た
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
が
で
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
自
ら
資
料
を
選
ぶ
際
の
手
助
け
と
な
る
よ
う
な

工
夫
や
、
こ
れ
ま
で
の
紙
の
資
料
集
以
上
に
資
料
を
詳

し
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
機
能
を
搭
載
し
ま

し
た
。

　

『
社
会
科
資
料
集
Ｑ　

デ
ジ
た
ん
Ｑ
』
は
、
単
に
紙

の
資
料
集
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
紙
と

デ
ジ
タ
ル
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
、
場
面
に
応
じ

た
使
い
分
け
を
す
る
こ
と
で
、
問
題
解
決
的
な
学
習
や

探
究
的
な
学
習
を
深
め
る
ま
っ
た
く
新
し
い
社
会
科

資
料
集
で
す
。
紙
面
に
も
デ
ジ
タ
ル
に
も
、
こ
れ
ま
で

の
資
料
集
に
は
な
い
工
夫
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

特
長

①
紙
面
の
資
料
で
単
元
の
め
あ
て
を
つ
か
む

①
紙
面
の
資
料
で
単
元
の
め
あ
て
を
つ
か
む

　

紙
面
は
資
料
の
見
や
す
さ
に
こ
だ
わ
っ
た
Ａ
４
ヨ

コ
型
で
、
主
に
単
元
の
導
入
場
面
で
活
用
で
き
る
よ
う

な
資
料
に
絞
っ
て
掲

載
し
ま
し
た
。
一
つ

の
資
料
を
見
開
き
で

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
掲

載
し
た
り
、
複
数
の

資
料
を
並
べ
て
比
較

し
や
す
い
レ
イ
ア
ウ

ト
に
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
紙
面

の
資
料
を
読
み
取
る

こ
と
で
、
該
当
単
元

の
学
習
の
め
あ
て
が

た
て
ら
れ
る
構
成
と

し
ま
し
た
。
資
料
を

読
み
取
る
ポ
イ
ン
ト

を
示
し
、
ワ
ー
ク
形

式
で
取
り
組
む
こ
と

で
、
学
習
の
め
あ
て

や
見
通
し
を
つ
か
ん

で
そ
の
後
の
学
習
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。

㈱文溪堂

『社会科資料集Ｑ

 デジたんＱ』　５・６年

㈱文溪堂

編集部　社会チーム
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②
デ
ジ
タ
ル
で
資
料
を
選
ぶ

②
デ
ジ
タ
ル
で
資
料
を
選
ぶ

　

『
社
会
科
資
料
集
Ｑ　

デ
ジ
た
ん
Ｑ
』
の
紙
面
に
は
、

単
元
毎
に
二
次
元
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
お
り
、
そ
こ
か

ら
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ト
に
は
千
点
を
超
え
る
数
の
資
料
を
収
録
し

ま
し
た
。
資
料
を
項
目
毎
に
分
け
て
一
覧
で
表
示
す
る

こ
と
で
、
調
べ
た
い
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
資
料
を
子
ど
も

た
ち
が
自
分
で
選
択
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
検
索
す
る
こ
と
で
、

関
連
す
る
資
料
を
表
示
す
る
機
能
を
搭
載
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
学
校
か
ら
は
、
デ
ジ
タ
ル

端
末
を
活
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
積
極
的
に
調
べ
学

習
を
進
め
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
、
と
い
う
お
声
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

③
デ
ジ
タ
ル
で
資
料
を
読
み
取
る

③
デ
ジ
タ
ル
で
資
料
を
読
み
取
る

　

選
ん
だ
資
料
は
画
面
上
に
大
き
く
表
示
さ
れ
る
の

で
、
子
ど
も
た
ち
は
ひ
と
つ
の
資
料
に
集
中
し
て
学
習

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
資
料
一

つ
ひ
と
つ
に
「
見
よ
う
（
資
料
を
見
る
と
き
の
ポ
イ
ン

ト
）
」「
考
え
よ
う
（
資
料
か
ら
考
え
る
と
き
の
ポ
イ
ン

ト
）
」
「
解
説
」
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
資
料
の
よ
り
深

い
読
み
取
り
が
期
待
で
き
ま
す
。
他
に
も
デ
ジ
タ
ル
な

ら
で
は
の
機
能
と
し
て
、「
資
料
の
拡
大
表
示
」
「
書
き

込
み
・
保
存
」
「
音
声
再
生
」
「
動
画
再
生
」
「
統
計
資

料
の
項
目
別
表
示
」
な
ど
を
搭
載
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ

ル
の
強
み
を
生
か
し
て
し
っ
か
り
と
資
料
を
読
み
取

れ
る
点
が
、
『
社
会
科
資
料
集
Ｑ　

デ
ジ
た
ん
Ｑ
』
の

大
き
な
特
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
ま
と
め
ペ
ー
ジ
で
学
習
を
振
り
返
る

④
ま
と
め
ペ
ー
ジ
で
学
習
を
振
り
返
る

　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ト
に
は
、
学
習
の
め
あ
て
に
対
す
る

ま
と
め
と
単
元
内
の
社
会
科
用
語
を
、
手
軽
に
確
認
が

で
き
る
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
発
展
的
な
学
習

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ペ
ー
ジ
も
あ
る
の
で
、
学
習
し

た
こ
と
を
生
か
し
て
よ
り
深
く
考
え
る
活
動
に
つ
な

げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

お
わ
り
に

　

文
溪
堂
は
、
今
回
ご
紹
介
し
た
『
社
会
科
資
料
集
Ｑ

デ
ジ
た
ん
Ｑ
』
と
従
来
の
社
会
科
資
料
集
の
２
種
類
を

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
学
校
や
子
ど
も
た
ち
の
実
態

に
合
わ
せ
て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▲資料画面

▲拡大、 書き込み ・保存機能

▼ 「まとめる」 画面

▲ 「ことば」 画面

▲資料選択画面

▲キーワード検索画面
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　インフレの影響が広がるなか、

社会全体が次の成長を見据えた

仕組みづくりへと舵を切り始め

ています。変化を柔軟に受け止め、未来を描く

力が問われています。

　特別な技術であった生成ＡＩもまた、急速に

日常に定着し始め、学校や家庭での活用が着実

に進んでいます。

　重要なのは、目新しい技術に飛びつくことで

はなく、子どもたちの学びをどう支え、どう充

実させるかを見据えることです。先生方の時間

を確保し、子どもたちと向き合う時間をより豊

かにすることこそ、校務効率化の本来の意義で

あるはずです。

　小社はこれからも、新しい技術を積極的に取

り入れつつ、教育の本質に寄り添った教材づく

りを続けて参ります。

新しい技術と教育の本質

青葉出版 株式会社

代表取締役社長　村上　洋平

　2025 年は中学校教科書改訂の

年に当たり、学校用教材を通じ

て先生方のご指導を側面より支

え、ひいては我が国の学校教育の発展に寄与す

るという、私ども「直販業界」に課された使命を、

改めて深く認識する一年となりました。

　2026 年、弊社は創立 60 周年の佳節を迎える

運びとなりました。これもひとえに、全国の販

売店各位をはじめ、中学校関係の皆様、さらに

は出版に携わるすべての皆様より賜りましたご

厚情とご支援の結実であり、ここに謹んで厚く

御礼申し上げます。

　創業以来守り継がれてきたこの尊き市場を、

皆様と力を合わせて確固たるものとして維持・発

展させ、５年先、10 年先、さらにはその先の未

来へと、確実に承継していくことこそ、私ども

に課された重大な責務であると考えております。

そのためにも、変化の著しい教育環境に的確に

応えつつ、より高い付加価値を備えた教材並び

にサービスの提供に一層努めて参ります。

おかげさまで 60 年

株式会社 学宝社

代表取締役社長　児玉　紳

   

日図協加盟出版社の社長に、この１年を振り返りつつ、来

る年への抱負をお寄せいただきました。

加盟出版社社長に聞く加盟出版社社長に聞く

『2025 年を振り返り、『2025 年を振り返り、
　　　　   2026 年への抱負』　　　　   2026 年への抱負』

２０２５２０２５　〉〉〉〉〉〉　２０２６２０２６
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 デジタル教材が一般化した今、

紙教材にデジタルを付け足すだ

けでは「紙とデジタルの融合」

とは言えなくなっている。書くことは視覚と触

覚を使い記憶定着に優れ、特に漢字学習や正確

な理解に効果的であり、紙教材の価値は依然高

く、その必要性が見直されている。ただ一方で、

デジタル技術は想像を超え急速に進化している

ため、「紙かデジタルか」という二項対立では

限界がある。デジタルを付ければ売れるという

発想も持続的ではない。他業界の参入は学校教

材の本質価値が問われている証左であり、既存

の紙教材の役割も従来通りではいられない。次

期学習指導要領改訂を見据え、デジタル化時代

における紙教材の価値を再定義し、学校教材が

不可欠な存在であり続けるための研究が求めら

れる。

デジタル化時代における紙教材の価値

株式会社 教育同人社

代表取締役社長　森　達也

「新たな学び」に向き合う

株式会社 光文書院

代表取締役社長　長谷川　知彦

　AI 技術が急速に進歩する中、次

期学習指導要領では「情報活用能

力の抜本的向上」が求められてい

ます。小学校の総合的な学習の時間に「情報の領域

（仮称）」が加えられるようです。

　しかしながら、学校現場は「AI をどう教えるか」

には対応が追いついていけずに、混乱しています。

　今まさに、「新たな学び」のスタイルが求められ

ているのです。暗記型の学びばかりをやらされてき

た子どもたちは、指示待ち人間にならずに、AI に

指示することが大切になってきます。

　一方で、紙に書くこともとても大切です。紙への

アウトプットはタブレット使用時とは別の脳の認知

的な領域にあり、今ここに意識を集中して脳を整え

るという効果があります。

　「新たな学び」に向き合うためには、従来の学びを

含めた多様な学びの中から、子どもたち自身が学び

を選択し、自ら学ぼうとすることが肝心です。つまり、

決められた学び方はなく、教え方も多様なのです。

　私たちは、子どもたちにどのような質の学びを実

現したいのかを示してまいります。

　平素より教育現場を支えてく

ださる先生方、そして全国の販

売店の皆様に心より感謝申し上

げます。

　ＧＩＧＡスクール構想の定着により、学びの

デジタル化が進む一方、近年はサイバー攻撃な

ど見えない脅威が学校をも標的にする時代とな

りました。こうしたなかで、紙の教材がもつ「確

かさ」や「安心して使える信頼性」は、改めて

大きな価値を放っています。紙とデジタルそれ

ぞれの特性を生かしながら、子どもたちの学び

を守り、先生方の授業づくりを支える存在であ

りたいと願っています。

　そして教材を一校一校に届け、先生や子ども

たちの笑顔につなげてくださる販売店の皆様こ

そ、この業界の誇りであり、教育の最前線を支

える大切な仲間です。変化の時代だからこそ心

を通わせ、信頼に応える教材づくりを目指して

参りたいと思います。

紙とデジタルがともに拓く 新しい学びの未来へ

株式会社 秀学社

代表取締役社長　佐々木　秀樹

　ＳＮＳの発達とＡＩの進化、

価値観の多様化、社会課題の噴

出など、社会ではこれまでの常

識や文化が変わろうとしています。変化が激し

く不確実な時代こそ、これまでの常識や慣習、

固定観念にとらわれず、惑わされずに、新しい

感性や柔軟な発想で、より高く、より広い視点で、

「本当に正しいことは何か」「よりよいことは何

か」を考えて行動する必要があります。

　変化するからこそ、面白いことが山ほど生ま

れるし、それは新しいことをする絶好の機会で

もあります。商品・サービス・展開方法などす

べてを見直し、新たな価値を創造し飛躍するきっ

かけをつかめる可能性もあります。同時に、異

業種からの参入も激しくなります。

　皆様と一緒に、変化をチャンスと捉え、モノ

のあり方を変え、新たな未来を創造していく一

年となるよう、取り組んで参ります。

視点、より高く広く

株式会社 新学社

代表取締役社長　山本　伸夫
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クマ対策に学ぶ

株式会社 図書文化社

代表取締役社長　則岡　秀卓

　秋にクマが人里に出没するの

は、気候変動で森のどんぐりが

凶作になるからだとよく言われ

ますが、実際には地方の過疎化が進み、手入れ

されなくなった農地が増加し、それがクマの隠

れ家となり、庭先の柿やクリ、生ごみなどが、

クマを誘引していることが大きいらしいです。

実際にツキノワグマはこの 40 年で分布範囲が２

倍になっているといいます。昔の人は農地を手

入れし、その周りの藪を刈り、見通しをよくす

ることで人里への侵入を防いでいました。手入

れしなくなったら、いつの間にか何か別の脅威

に脅かされることになるという教訓は重要です。

政治・経済・教育、あらゆる分野で変化の激し

い時代ですが、我々教材業界各社が足元を見て、

そこに広がる市場を地道に手入れしていく。そ

んな年にしたいと思います。

　私たちは、小学生・中学生の

時に日本国憲法の三大原則を①

国民主権　②基本的人権の尊重

③平和主義　と教えられました。今でも世界に

誇るべき理念だと感じています。

　2025 年は世界各地で、そして日本でもきな臭

く物騒な話が飛び交っていました。この世界に

誇るべき理念を堅持していくためには、やはり

教育の力が欠かせません。子どもたちがクリティ

カルシンキングで判断力ある主権者に育つこと

を願って、私たち学校直販業界の使命を果たし

ていきたい。

　2026 年は、特約代理店様と教材出版社が、手

を携えてそのような社会的責任を果たしながら、

企業としての経済的な利益も追求していける１

年にしていきましょう。

健全な社会を育むためには

株式会社 日本標準

代表取締役社長　高橋　直樹

　今年は私たちにとって、非常

に厳しい一年となりました。し

かし同時に、だからこそ原点に

立ち返る大切さを再確認するよい機会でもあっ

たように思います。この数年、教育現場のかじ

取りは依然として難しく、状況はむしろ複雑さ

を増しています。学力低下や基礎学力の危機、

教職員の長時間労働や人材不足、働き方改革へ

の対応、不登校の増加、ＩＣＴ・ＡＩの導入や

教育ＤＸの進展に伴う課題、そして少子化や地

域格差。教育を取り巻く課題は多岐にわたり、

これからの判断はますます難しくなっていくこ

とでしょう。だからこそ、私たちは原点に返り

たいと思います。「子どもたちのために、よりよ

い学びができる教育環境をつくる」という目的

を改めて胸に刻み、私たちが何のために働いて

いるのかを問い続けていきたいと強く感じます。

原点に立ち返る大切さ

株式会社 正進社

代表取締役社長　金井　肇

　今年開催された大阪・関西万

博のあるパビリオンで、一枚の

パネル展示が来場者の関心を集

めました。そこには「水道水をそのまま安全に

飲める国は、日本を含め世界でわずか 12 カ国し

かない」という事実が示されていました。蛇口

をひねれば清潔で安全な水が得られるという「当

たり前」が通用する国が、実は世界 193 カ国の

うち一割にも満たないことに、多くの人々が驚

かされたのです。

　教育もまた、水道と同じように社会を支える

重要なインフラであり、誰もが質の高い公教育

を受けられるという「当たり前」が、日本の成

長を支えてきました。今、教師のなり手不足を

はじめ、教育現場ではさまざまな課題が山積し

ています。弊社といたしましては、世界に誇る

日本の公教育の課題解決に貢献すべく、来年も

一層の努力を重ねて参る所存です。

教育の「当たり前」を支えるために

東京法令出版株式会社

代表取締役社長　星沢　卓也
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　2025 年は生成ＡＩの飛躍的な

普及が我々社会に大きな影響を

与えました。多面的な視野を持

つ情報が格段に早く、手軽に得られるようにな

りました。その一方で自分の考えをしっかりも

ち、ＡＩから提供された情報を正確に判断する

ことが求められるようになってきています。浜

島書店では技術を使いこなすための能力を養う

ことをひとつのテーマとしています。ＡＩに代

替されない人間力の伸長です。

　今後、子どもたちを取り巻く環境でもＡＩ活

用が当たり前となることを前提としなくてはな

りません。子どもたちの学ぶことの本質的な意義

を改めて考え、環境が変わっても安心して自律

的に学び続けられるような教材づくりを直販業

界の皆様とともに模索して参りたいと存じます。

　2026年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

自律的に学び続けるために

株式会社 浜島書店

代表取締役社長　浜島　拓央

　次期学習指導要領の改訂に向

けた議論が本格化し、教育は今、

転換期を迎えています。子ども

たちの未来を見据えた学びの在り方が問われる

なか、教育現場では多様な課題が浮き彫りになっ

ています。

　こうした状況のなかで、私の頭に浮かんだの

が「千思万考」という言葉です。 “多様な視点

を持ち、深く考え抜くこと”を意味します。私

たちはこの姿勢を大切にしながら、教育の本質

を改めて見つめ直し、先生方や販売店の皆さま

とともに、教育の現場に新たな価値を創造して

いきたいと考えています。 

　2026 年は、新たなサービスの提供や校務支援

ツールの開発を通じて、子どもたちの学びの質

の向上と、先生方の負担軽減の両立を目指しま

す。変化の時代だからこそ、「正しく見て、深く

考える」ことを大切にし、教育の可能性を広げ

る挑戦を続けていきます。

株式会社 文溪堂

代表取締役社長　水谷　泰三

教育の可能性を広げる一年に

　日本図書教材協会で運用している、

全図協・会員販売店向けのＷｅｂ発注

システム「図書教材ネット」が無償で

ご利用いただけます。

販売店向け教材Ｗｅｂ発注システム

「図書教材ネット」

❀  お知らせ ❀

協会ＨＰ　https://nit.or.jp/

「会員の方へ」≪パスワード：kagura6 ≫

第 237・238 号で詳しくご紹介

しています。

�退会のお知らせ

　株式会社五ツ木書房は、令和８年３

月 31 日をもちまして、日本図書教材

協会と全国図書教材協議会を退会いた

しますので、お知らせいたします。

「図書教材ネット」と連動して、発注
データを自動取り込み

納品書や請求書、売上明細などを一
瞬で作成

複雑な売上・入金処理も簡単に管理

▶

▶

▶

　「図書教材ネット」と「全販システ

ム」のお申し込みは、随時受け付け

ておりますので、ご希望の方は、協

会ホームページ内の右メニュー「会

員の方へ」（要パスワード）よりお申

し込みください。

販売店向け教材販売管理システム

「全販システム」

＜お問い合せ先＞

一般社団法人日本図書教材協会・全国図書

教材協議会・事務局（TEL 03-3267-1041）

までお願いします。
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行
所　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会　
　

編
集
人　

宍
戸
亮
太
・
新
井
啓
美　
　

発
行
人　

渡
部
竜
士　
　

〒
１
６
２
‐
０
８
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
横
寺
町
64
‐
２　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
‐
３
２
６
７
‐
１
０
４
１

＝
都
道
府
県
協
会　

会
員
だ
よ
り
＝

☆
代
表
者
・
商
号
・
住
所
変
更
の
あ
っ
た
会
員
☆

<

代
表
者
変
更>

　

東
京
都
（
小
学
）･

･
･

内
田
教
材
㈱
（
杉
並
区
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

新
代
表
・
内
田
朋
子

　

今
年
は
、
学
校
教
材
調
査
会
が
実
施

さ
れ
、
大
学
の
専
門
家
・
学
校
の
先
生

に
小
学
校
の
教
材
を
調
査
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
先
生
方
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
の
実
情
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

一
人
一
台
端
末
に
つ
い
て
も
、
活
用
や
持
ち
帰
り
の

実
態
か
ら
授
業
中
に
端
末
を
出
す
と
子
ど
も
の
机
の

ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
な
く
な
る
こ
と
ま
で
、
端
末
が
あ

る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
た
学
校
・
授
業
の
変
化
（
逆
に

変
わ
ら
な
い
こ
と
も
）
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

教
材
の
在
り
方
に
関
係
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
社

別
研
究
会
で
出
版
社
の
編
集
者
に
お
伝
え
い
た
だ
い

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
教
材
に
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と

と
思
い
ま
す
。

（
み
）

編集
後記

全
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
会
議
を
開
催

　

11
月
の
全
図
協
理
事
会
等
諸
会
議
に
備
え
て
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
き
、
諸
課

題
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

◇
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
25
日
に
札
幌
市
「
ジ
ャ
ス
マ
ッ
ク
プ
ラ
ザ
」

で
開
催
。
役
員
11
名
が
出
席
。

　

各
地
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
小
規
模
校
対

策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
や
来
年
度
に
販
売
店
向

け
の
研
修
会
を
企
画
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
。　

◇
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
25
日
に
千
代
田
区
「
出
版
ク
ラ
ブ
」
で
開
催
。

各
協
会
役
員
25

名
、
加
盟
出
版

社
２
社
よ
り
２

名
、
全
図
協
事

務
局
よ
り
２
名

が
出
席
。

　

小
・
中
学
部

に
分
か
れ
て
分

科

会

を

開

催

し
、
諸
課
題
に

つ
い
て
協
議
。

ブ
ロ
ッ
ク
運
営

の
た
め
に
会
費
の
見
直
し
を
承
認
。　

◇
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
25
日
に
名
古
屋
市
「
安
保
ホ
ー
ル
」
で
開
催
。

各
協
会
役
員
な
ど
17
名
、
加
盟
出
版
社
２
社
よ
り

２
名
が
出
席
。

　

協
会
長
会
議
を
ふ
ま
え
た
各
協
会
で
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
交
換
。
来
年
度
に
向
け

て
販
売
店
向
け
研
修
会
の
開
催
を
検
討
。

　
◇
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
31
日
に
宇
都
宮
市
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ

ヤ
」
で
開
催
。
各
協
会
役
員
12
名
、
加
盟
出
版

社
２
社
よ
り
２
名
、
全
図
協
事
務
局
よ
り
２
名

が
出
席
。

　

北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
「
つ
な
が
る
セ
ミ

ナ
ー
」
の
運
営
、
各
協
会
で
企
画
し
て
い
る
販
売

店
向
け
研
修
会
等
に
つ
い
て
確
認
。
次
世
代
の
ブ

ロ
ッ
ク
役
員
人
事
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
。

　
◇
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
31
日
に
広
島
市
「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
」

で
開
催
。
各
協
会
役
員
15
名
が
出
席
。

　

各
協
会
で
実
施
し
て
い
る
教
師
用
書
の
取
り
扱

い
に
関
す
る
取
り
組
み
や
研
修
会
企
画
に
つ
い
て

情
報
交
換
。

南関東ブロック

＜お問合せ ・お申込み先＞

全図協事務局（TEL 03-3267-1041）までお願い

します。

全図協

総合補償制度のご案内

補償その１→商品搬入時に学校

内で生じた対人 ・対物事故

補償その２→集金時や事務所での

現金 ・小切手盗難

充実の補償内容！
この保険があれば安心！

全図協オリジナル

￥


